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評価時期  令和５年３月 

１ 重点目標の評価 

重点目標１について 

・「個に応じた授業」について８割以上が満足している。コロナ禍で学習形態や内容に制限

がある中で、感染予防を踏まえた工夫した授業や行事への取り組みが評価されている。 

・学習習慣については、約２割の保護者が定着していないと感じている。継続して学習す

る習慣が身に付いていない児童への具体的な対策が必要である。 

重点目標２について 

・挨拶、言葉遣い、学校でのルールについては、８割以上が満足している。子供たちが生

き生きと学校生活を過ごしている様子が見られ、このような評価につながった。 

・ただ、正しい挨拶や言葉遣いについては、学校だけでなく地域全体で推進していくこと

なので、今後も地区委員会等を通じて健全育成に貢献していきたいと考えている。 

重点目標３について 

・「外遊ぶ」や「食生活」などの評価項目は、例年並みである。 

・コロナで制限の多い中、学校の工夫により楽しく、安全に過ごしていることが伺える。 

様々な行事が縮小・中止になる中、自分たちで楽しむ時間をつくったり、先生方の協力

で実現できたりして本当によかった。 

・月一農園の活用がとてもよい。土を触り、お世話して収穫した野菜を家庭に持ち帰り、

家族と一緒に食することで健康な体づくりを目指す。まさに食育である。 

 

２ 今後の改善に向けた意見 

・児童アンケートの「学校に行くのが楽しい」の項目の肯定率が８５%だが、あとの１５%

に目を向けていただき、引き続き不登校などの課題に取り組んでいただきたい。 

・社会状況のことも考え、タブレットの活用を中心としたＩＣＴ機器を用いた教育を引き

続き推進していってほしい。 

 

３ その他の意見 

・マスクの生活習慣が定着しすぎて、マスクを外すことが難しくなるのではと懸念がある。今

後の状況を踏まえて、引き続き指導をお願いいたします。これからも、先生方が「学校へ

行くことは楽しい」と思えるような取組をしていただきたい。 

 


